
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
中
島
大
会
」

（
松
山
市
長
師
）

　

１
９
８
６
年
７
月
、
四
国
で
最
初

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
と
し
て
始

ま
り
、
今
年
で
31
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

こ
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
ス
イ
ム

（
１
・
５
キ
ロ
）、バ
イ
ク
（
40
キ
ロ
）、

ラ
ン
（
10
キ
ロ
）
の
過
酷
な
競
技
で

真
夏
に
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
名
の

鉄
人
達
が
己
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

景
況
が
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

る
中
、
国
内
市
場
の
縮
小
、
人
材

不
足
、設
備
の
老
朽
化
な
ど
、様
々

な
環
境
変
化
や
課
題
も
顕
在
化
し

て
き
た
。

　

本
白
書
で
は
、
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
稼
ぐ
力
を
強
化
し
、「
多

様
で
活
力
あ
る
成
長
発
展
」
を
目

指
す
中
小
企
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

【
第
一
部
】

現
状
分
析

 

中
小
企
業
の
動
向 

　

経
常
利
益
は
過
去
最
高
水
準
に

達
し
（
図
１
）、
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

ポ
イ
ン
ト
も
大
幅
に
好
転
し
た

（
図
３
）。
さ
ら
に
倒
産
件
数
と
事

業
者
数
の
減
少
は
緩
や
か
な
も
の

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
小
企
業

の
売
上
は
増
加
し
て
お
ら
ず
（
図

２
）、
設
備
投
資
も
伸
び
悩
み
、

設
備
の
老
朽
化
や
人
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
。

【
第
二
部
】

中
小
企
業
の
稼
ぐ
力

 

中
小
企
業
の
成
長
投
資
に
着
目 

　

稼
ぐ
力
の
あ
る
企
業
に
は
、
経

営
者
が
、①
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
し
、

②
従
業
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
③

人
材
育
成
や
、
④
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
高
度
化
、
⑤
段
階
的
・
計
画
的

な
投
資
等
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

共
通
点
が
見
ら
れ
た
。

　

中
小
企
業
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
り
、
海
外
展
開
を
行
う
な
ど
し

て
自
社
の
成
長
の
た
め
に
投
資
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

中
小
企
業
の
成
長
を 

 

支
え
る
金
融 

　

中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
機
関

の
貸
出
態
度
は
改
善
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
中
小
企
業
へ
の
貸
出
し

は
大
企
業
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
。

ま
た
、
借
入
れ
の
な
い
企
業
よ
り

も
、
あ
る
程
度
借
入
れ
の
あ
る
企

業
の
方
が
利
益
率
は
高
い
。
今
後

の
融
資
に
お
け
る
評
価
と
し
て
中

小
企
業
の
事
業
性
評
価
や
財
務
内

容
、
資
産
余
力
が
重
視
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
事
業
性
評
価
に

基
づ
く
融
資
の
推
進
に
向
け
、
企

業
側
に
は
事
業
計
画
等
を
積
極
的

に
金
融
機
関
に
伝
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
金
融
機
関
側
に
は
他

の
支
援
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

 

稼
げ
る
中
小
企
業
の
経
営 

　

低
収
益
企
業
は
、
設
備
投
資
や

人
材
育
成
投
資
を
は
じ
め
と
す
る

投
資
に
保
守
的
な
傾
向
が
見
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、高
収
益
企
業
は
、

計
画
的
か
つ
積
極
的
に
投
資
を
行

い
、
ま
た
、
リ
ス
ク
へ
の
備
え
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
経
営
者
年

齢
が
上
昇
す
る
ほ
ど
、
投
資
意
欲

が
低
下
、
リ
ス
ク
回
避
性
向
が
高

ま
り
、
経
営
者
が
交
代
し
た
企
業

の
方
が
僅
か
な
が
ら
利
益
率
が
上

昇
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
は
経

営
者
が
、
現
場
の
声
に
し
っ
か
り

と
耳
を
傾
け
つ
つ
、
経
営
理
念
を

明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
金
融
機
関
等
の
外
部
の
専
門

家
と
連
携
し
な
が
ら
組
織
的
な
経

営
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
投
資
や
海
外
展

開
投
資
等
の
成
長
投
資
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
生
産
性
向
上
や
組

織
の
新
陳
代
謝
を
実
現
し
、
自
ら

の
稼
ぐ
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

中
小
企
業
白
書
の
概
要

−

２
０
１
６
年
版

−

自
社
の
経
営
方
針
を
ふ
り
か
え
り
ま
し
ょ
う
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第
２
回
目
と
な
る
今
年
の
小
規

模
企
業
白
書
は
、
多
様
な
需
要
や

働
き
方
に
対
応
で
き
る
と
い
う
特

徴
を
生
か
し
、
成
長
発
展
の
み
な

ら
ず
「
持
続
的
発
展
」
を
遂
げ
る

小
規
模
事
業
者
の
姿
を
分
析
し
て

い
る
。

【
第
一
部
】

 

小
規
模
事
業
者
の
動
向 

　

事
業
者
数
は
、
２
０
１
２
年
比

約
９
・
１
万
人
マ
イ
ナ
ス
。
法
人

数
は
横
ば
い
で
あ
る
が
、
個
人
事

業
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
。ま
た
、

自
営
業
主
の
高
齢
化
が
一
段
と
加

速
し
、
年
齢
世
代
別
で
は
70
歳
代

が
最
多
と
な
っ
た
。

 

活
動
実
態
と
取
り
組
み 

　

小
規
模
事
業
者
は
、
日
々
の
経

営
努
力
の
中
で
、
集
客
・
販
売
力

向
上
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
長
期
的

な
事
業
展
開
で
は
、
人
材
育
成
や

販
路
拡
大
、
新
商
品
開
発
な
ど
、

重
要
性
は
高
い
と
認
識
し
つ
つ

も
、取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。

 

支
援
者
側
か
ら
見
た 
 

小
規
模
事
業
者 

　

経
営
指
導
員
が
対
応
し
た
小
規

模
事
業
者
の
業
種
は
、
小
売
業
が

最
も
多
い
。
増
加
傾
向
に
あ
る
相

談
内
容
は
、「
廃
業
」「
市
場
調
査
、

事
業
計
画
の
策
定
や
見
直
し
」
な

ど
。
経
営
指
導
員
か
ら
見
た
小
規

模
事
業
者
の
経
営
課
題
と
し
て

は
、「
販
路
開
拓
、
事
業
承
継
、
事

業
計
画
の
策
定
や
見
直
し
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

地
域
の
中
の
小
規
模
事
業
者 

　

小
規
模
事
業
者
は
そ
の
地
域
の

人
口
に
比
例
し
て
存
在
し
て
お
り
、

中
・
大
規
模
事
業
者
よ
り
も
人
口

変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
地

域
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る
。

　

大
都
市
部
に
は「
情
報
通
信
業
」

や
「
専
門
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」「
卸

売
業
」「
不
動
産
業
」「
医
療
・
福

祉
」
が
多
く
、
郡
部
の
町
村
で
は

「
建
設
業
」「
小
売
業
」「
生
活
関

連
サ
ー
ビ
ス
業
」
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
業
種
が
多
い
。

【
第
二
部
】

小
規
模
事
業
者
の
未
来

 

業
績
の
良
い
小
規
模
事
業
者
の 

 

特
徴
等 

　

経
営
者
の
年
齢
世
代
別
に
み
る

と
、若
い
世
代
ほ
ど
業
績
が
良
く
、

ま
た
、
経
営
計
画
を
作
成
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
経
営
活
動
を
行
う

傾
向
が
あ
る
。

 

小
規
模
事
業
者
の
多
様
な
側
面 

　

自
ら
の
持
つ
技
術
や
技
能
を
拠

り
所
に
、
組
織
に
属
さ
ず
個
人
で

活
動
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
」
が
営
む
事
業
の
な
か
で

は
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」「
シ
ス
テ
ム

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」「
著
述
家
」
等
の
職
種
が
多

か
っ
た
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
る

前
の
職
業
は
、
会
社
の
役
員
・
正

社
員
や
個
人
事
業
主
で
あ
っ
た
と

す
る
者
が
全
体
の
８
割
を
占
め
て

い
る
。

【
第
三
部
】

小
規
模
事
業
者
の
た
く
ま
し
い
取

り
組
み
（
事
業
者
紹
介
）

　

小
規
模
基
本
法
に
基
づ
く
次
の

四
つ
の
視
点
か
ら
小
規
模
事
業
者

の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。

①
需
要
を
見
据
え
た
経
営
の
促
進

②
新
陳
代
謝
の
促
進 

③ 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業
活
動
の
推
進 

④ 

地
域
ぐ
る
み
で
総
力
を
挙
げ
た

支
援
体
制
の
整
備

　

平
成
28
年
７
月
、
中
小
企
業
等

経
営
強
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
自
社
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
人

材
育
成
や
財
務
管
理
、
設
備
投
資

な
ど
の
取
り
組
み
を
記
載
し
た

「
経
営
力
向
上
計
画
」
を
作
成
し
、

認
定
さ
れ
た
事
業
者
は
、
様
々
な

支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
経
営
力
向
上
計
画
」
の
作
成

は
商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

小
規
模
企
業
白
書
の
概
要

−

２
０
１
６
年
版

−

愛媛大学基金創設について
　愛媛大学は、「輝く個性で地域を動かし世界とつながる大学」をビジョンに掲げ、地域社会の発展を牽引する人
材の育成に取り組んでおり、平成28年４月には「社会共創学部」を新設するなど、数々の教育改革を行っています。
　この度、教育研究、社会・国際連携等を通じ、地域社会を担い、地域に貢献できる人材を育成し、継続的に輩
出するために必要な事業（フィールドワーク・インターンシップ支援等）を実施するため「愛媛大学基金」が創
設されました。
　本基金により、卒業後に愛媛県内各企業において活躍できる「課題解決能力のある学生」を育成し、継続的に
輩出することを目指しております。
　ついては、学生修学支援事業にご賛同頂ける方々のご協力をお願いいたします。
　詳しくは、（http://foundation.office.ehime-u.ac.jp/）愛媛大学基金ホームページをご覧ください。

（
主
な
支
援
内
容
）

〇
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

　
（
３
年
間
半
額
）

〇 

信
用
保
証
協
会
に
よ
る
信
用

保
証
の
枠
の
拡
大

〇 

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
に
よ

る
債
務
保
証

〇
商
工
中
金
に
よ
る
低
利
融
資

〇 

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会

社
か
ら
の
投
資

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

経
営
力
向
上
計
画
で
稼
ぐ
力
を

強
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

小
規
模
事
業
者
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の
経
営
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
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青
年
部
連
合
会
で
は
６
月
24
日

か
ら
７
月
７
日
の
間
に
県
下
４
カ

所
で
ブ
ロ
ッ
ク
別
勉
強
会
を
各
市

町
の
商
工
担
当
職
員
を
交
え
て
、

『
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
地
域

で
商
売
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
』
と
題
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
５
月
の
指
導
者
研

修
会
に
引
き
続
き
、
東
温
市
産
業

創
出
課 

山
本
一
英
課
長
、
県
中

小
企
業
家
同
友
会
理
事 

藤
岡
貞

雄
氏
、
同
副
専
務
理
事 

米
田
順

哉
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

　

藤
岡
、
米
田
両
氏
か
ら
は
、
中

小
企
業
は
地
域
経
済
の
土
台
で
あ

り
、
自
社
が
良
く
な
れ
ば
地
域
経

済
も
良
く
な
り
、
地
域
経
済
が
良

く
な
れ
ば
自
社
も
良
く
な
る
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た

内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
山
本
課
長
か
ら
は
、「
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の
制
定

ま
で
の
経
緯
と
「
条
例
」
制
定
後
、

い
く
ら
市
町
の
担
当
者
が
代
わ
っ

て
も
、
市
町
の
方
向
性
は
ぶ
れ
な

い
、同
じ
考
え
方
の
保
障
に
な
る
、

首
長
が
代
わ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
、

持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

た
め
、
ぜ
ひ
市
町
を
利
用
し
て
ほ

し
い
等
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、『
若
手
経
営
者
と
市

町
職
員
と
の
関
わ
り
方
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
青
年
部
員
、
商
工
会
職

員
、
市
町
の
商
工
会
担
当
職
員
が

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
を

行
い
、
青
年
部
員
と
市
町
担
当
者

の
つ
な
が
り
を
作
る
貴
重
な
勉
強

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
来
年
１
月
７
日
（
土
）

に
講
師
を
２
名
招
き
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
商

工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
の
植
村

和
宣
氏
に
は
、「
青
年
部
員
の
心

構
え
」
を
ご
教
授
い
た
だ
き
、
拓

殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
長
山

本
尚
史
教
授
か
ら
は
、
地
元
企
業

を
育
成
し
て
、
地
域
活
性
化
を
行

う
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」
に
つ
い
て
ご
講
演
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

県
青
連
で
は
、
様
々
な
機
会
を

創
り
、
商
工
会
地
域
の
未
来
を
担

う
経
営
者
と
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
年

部
活
動
の
趣
旨
を
知
っ
て
頂
き
ご

参
加
い
た
だ
け
る
若
手
経
営
者
や

後
継
者
を
歓
迎
し
ま
す
！

７月７日　於：西予市商工会

６月24日　於：東温市商工会

７月５日　於：津島町商工会

　

今
年
の
秋
は
、
お
月
見
に
、「
う

に
ま
ん
じ
ゅ
う
」が
お
勧
め
で
す
。

　

四
国
の
最
も
西
端
に
位
置
し
、

豊
後
水
道
に
突
き
出
た
日
本
一
細

長
い
佐
田
岬
半
島
で
、
大
正
３
年

に
創
業
し
た
田
村
菓
子
舗
の
看
板

商
品
が
「
う
に
ま
ん
じ
ゅ
う
」
で

す
。

　

昭
和
62
年
に
、
国
道
１
９
７
号

線
（
通
称
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
）

開
通
を
機
に
佐
田
岬
な
ら
で
は
の

お
土
産
と
し
て
、
地
元
で
８
月
〜

10
月
の
間
し
か
水
揚
げ
さ
れ
な
い

貴
重
な
「
ウ
ニ
」
を
ア
ン
コ
に
練

り
こ
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
和
菓
子
と

し
て
二
代
目
が
考
案
し
ま
し
た
。

地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
菓
子

づ
く
り
を
行
う
現
在
の
田
村
菓
子

舗
の
原
点
と
な
っ
た
一
品
で
す
。

　

ほ
の
か
に
香
る
磯
の
香
り
と
う

に
の
風
味
。「
う
に
ま
ん
じ
ゅ
う
」

の
美
味
し
さ
を
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

株
式
会
社
う
に
ま
ん
じ
ゅ
う
の

田
村
菓
子
舗

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
の
普
及
・
販
売
を
行
う
た

め
に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン

セ
レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物

品
を
是
非
お
買
い
も
と
め
く
だ
さ

い
。

青
年
部
ブ
ロ
ッ
ク
別
勉
強
会

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
う
に
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の

ご
紹
介

http://www.nipponselect.com/shop/r/r2038/

青
年
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を



− 5 −

2016/09 No.289

　

去
る
７
月
15
日
、
東
京
第
一
ホ

テ
ル
松
山
に
お
い
て
経
営
支
援
事

例
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
大
会
は
、
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
選
出
さ
れ
た
経
営
指
導
員
が

日
頃
の
経
営
支
援
事
例
を
発
表

し
、
支
援
内
容
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
支
援
能
力
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

大
会
に
は
、
県
内
約
60
名
の
経

営
指
導
員
等
が
出
席
し
、
各
発
表

者
の
特
色
あ
る
事
例
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
上
島
町
商
工
会

の
中
郷
浩
経
営
指
導
員
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
（
審
査
委
員
長
：
愛
媛
県
中
小

企
業
診
断
士
協
会　

上
田
会
長
）

　

中
郷
氏
は
、「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

＆
空
き
家
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
事
業
所
の
Ｐ

Ｃ
活
用
ス
キ
ル
向
上
に
よ
る
経
理

面
で
の
経
営
改
善
事
例
や
、
商
工

会
を
中
心
と
し
た
空
き
家
対
策
事

業
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
郷
氏
は
、
10
月
上
旬

に
高
知
県
に
て
開
催
さ
れ
る
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
愛
媛
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

　

中
郷　
　

浩
（
上
島
町
）

　

 「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
＆
空
き
家
対

策
」

【
優
秀
賞
】

　

岩
上　
　

睦
（
西
予
市
）

　

 「
自
社
保
有
船
舶
購
入
に
伴
う
、

５
億
円
の
設
備
投
資
に
係
る
金

融
支
援
」

【
敢
闘
賞
】

　

吉
村　

昌
巳
（
双
海
中
山
）

　

 「
双
海
中
山
商
工
会
地
区
の
活

性
化
を
目
指
し
て
」

　

土
居　

達
也
（
吉
田
三
間
）

　
「
笑
顔
の
補
助
金
」

平
成
28
年
度

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

中郷指導員 ( 上島町 )

高年齢者雇用安定助成金のご案内

高年齢者雇用安定助成金は、高年齢者が年齢に関わりなく働ける

職場づくりに取り組む事業主の活動を、２つのコースで支援する助成金です

Ⅰ　高年齢者活用促進コース

高年齢者の活用促進措置（雇用環境整備に関する計画の策定）を実施した事業主に対
して助成

●助成額
支給対象経費の２／３（中小企業以外は１／２）と、１年以上雇用している60歳以上の

雇用保険被保険者のうち対象者の人数×20万円（または30万円）を比較して、少ない方

の額

Ⅱ　高年齢者無期雇用転換コース

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構から「無期雇用転換計画」の認定を受けた後、
その計画実施期間内に、50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を無期雇用労
働者に転換させた雇用保険適用事業所の事業主に対して助成

●助成額
対象労働者１人あたり50万円（中小企業以外は40万円）
（１支給申請年度１適用事業所あたり10人まで）
http://www.jeed.or.jp/elderly/subsidy/index.html

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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商工会の会員とご家族、会員事業所の従業員限定

商工会の福祉共済

❶低廉な掛金
❷有配当（満期時または共済金支払時）
❸自動更新
❹リビング・ニーズ特約の付加
　※被共済者の余命が６か月以内と判断された場合、
　　生きている間に保険金を受け取ることができます。

❺高度障害給付金

考えてみませんか？
万が一の場合の
経営者とご家族のリスク！

経営のリスクマネジメントとご家族の安心のために !

「生命」保障の魅力

掛金例（２口＝1,000万円）

※詳細は「ご契約のしおり・約款」をご確認くださいお問合せ・ご加入は、商工会までお気軽にお電話ください。

男性

女性

30歳

1,730円

1,310円

取　扱　内　容
共済期間／掛金払込期間

加入年齢範囲

共済パターン

付加する特約

契約の更新
掛金（払込方法）

10年
６歳～65歳（保険年齢）

６～14歳：２口（1,000万円）
15～24歳：２口～10口（5,000万円）
25～65歳：２口～12口（6,000万円）

リビング・ニーズ特約／指定代理請求特約

自動更新
月払い（口座振替）

40歳

2,960円

2,110円

50歳

5,940円

3,440円

60歳

12,460円

  5,850円

《相談希望・お問い合わせは、最寄りの商工会へおたずねください。》

〈こんなお悩みに商工会がお答えします！！〉

商工会の
新しい
サービス 保険無料相談サービスのご案内

•保険料の負担を減らしたい
•体に不安があるので、老後が心配
•保険証書をみても内容が分からない
　　／加入している保険の内容が分からない
•相続（争続）が心配

★保険の加入を強制するものではありません。

愛媛県商工会連合会の保険アドバイザーが現在ご加入中の保険等を確認し、
皆さまのライフスタイルに合った内容であるか診断してわかりやすくお伝えします。

備
え
て
安
心
、
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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こ
こ
に
は
す
ご
い
職
人
達
が
い

る
よ
！

　

う
ち
の
職
人
達
の
技
巧
を
い
ろ

ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
…
５

年
前
そ
ん
な
思
い
に
か
ら
れ
、『
全

日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
』
に
出
場

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

25
年
に
わ
た
り
精
密
金
型
の
製

造
で
腕
を
磨
い
て
き
た
当
社
の
職

人
達
は
、
技
術
の
み
な
ら
ず
遊
び

心
も
満
載
で
、
出
場
３
年
目
に
し

て
西
日
本
大
会
を
勝
ち
抜
き
世
界

大
会
の
出
場
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
小
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
が
掲
げ
る
テ
ー
マ
は
「
技
巧
創

造
」。

　

世
を
魅
了
す
る
技
巧
と
、
夢
を

形
に
す
る
創
造
を
東
温
市
か
ら
世

界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
…
。

　

今
後
も
日
々
技
術
の
研
鑽
を
重

ね
、ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
な
が
ら
、

も
の
づ
く
り
へ
の
新
た
な
挑
戦
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

新
輸
出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
ジ
ェ
ト

ロ
・
商
工
会
・
地
域
の
金
融
機
関
等
が
協
力
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
を
契
機
に
海
外
展
開
を
目
指
す
中

小
企
業
等
を
支
援
す
る
枠
組
み
で
す
。

　

支
援
企
業
の
要
望
や
活
動
状
況
に
合
わ
せ

て
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た
専
門
家
が
個

別
に
海
外
事
業
計
画
の
策
定
、
現
地
で
の
商
談

や
海
外
店
舗
の
立
ち
上
げ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

代表取締役　渡辺　計人 氏

コマを通じて世界の職人たちと競い合い、
デザイン力・加工技術に磨きをかけている

愛媛県「スゴ技」データベース、動画チャ
ンネルにも掲載

小
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役　

渡
辺　

計
人

東
温
市
田
窪
８
０
５

−

１

―ＴＰＰ合意を契機に海外展開を目指す中小企業等を支援しますー

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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有
限
会
社
竹
内
海
産
物

大
洲
市
長
浜
甲
２
３
７

－ 

１

（
大
洲
市
立
長
浜
小
学
校
６
年
生
）

竹

内
　

愛

画

さ
ん

 

「
私
の
お
父
さ
ん
」

　

私
の
お
父
さ
ん
は
海
産
物
の
お

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
い
り
こ
の

選
別
作
業
は
と
っ
て
も
集
中
力
が

い
り
ま
す
。

　

私
が
毎
日
学
校
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
忙
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
忙
し
く
し
て
い
ま
す

が
、私
の
友
達
が
遊
び
に
来
た
時
、

面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
み
ん
な
を

笑
わ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
夜
は
家

族
で
楽
し
か
っ
た
事
を
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
お
仕
事

は
肱
川
あ
ら
し
予
報
会
で
、
肱
川

あ
ら
し
の
予
報
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
か
ら
翌
年
の
２
月
末

ま
で
毎
日
予
報
を
し
て
い
て
、
高

確
率
で
予
報
し
て
い
る
の
で
、
す

ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、
旬
の
お
い
し
い

魚
を
釣
っ
て
来
て
、
と
っ
て
も
美

味
し
く
料
理
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
夢
は
モ
デ
ル
で

キ
ラ
キ
ラ
輝
け
る
ス
タ
ー
に
な
り

た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
ン

ウ
ェ
イ
す
る
姿
を
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
夢
は
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
よ
う
に
肱
川
あ
ら
し
予
報
会

の
２
代
目
ア
ラ
シ
ガ
ー
ル
に
な

り
、
長
浜
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
も
っ
と

お
手
伝
い
を
し
、
協
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
」
っ
て
聞
い
た
こ

と
あ
り
ま
す
か
？　

愛
媛
と
言
え

ば
「
み
か
ん
」
で
す
が
、
簡
単
に

言
う
と
、
こ
の
「
み
か
ん
」
が
愛

媛
の
「
地
域
資
源
」
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
地
域
の
特
産
物
と
し
て

相
当
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
農
林

水
産
物
や
地
域
の
観
光
資
源
な
ど

を
、
法
律
に
基
づ
き
県
が
定
め
た

も
の
を
「
地
域
資
源
」
と
名
付
け

て
い
る
の
で
す
。

　

難
し
く
言
う
と
、
２
０
０
７
年

６
月
施
行
の
地
域
資
源
法
に
よ
り

①
地
域
の
特
産
物
と
し
て
相
当
程

度
認
識
さ
れ
て
い
る
農
林
水
産
物

や
鉱
工
業
品
、
②
地
域
の
特
産
物

で
あ
る
鉱
工
業
品
の
生
産
に
係
る

技
術
、
③
文
化
財
、
自
然
の
風
景

地
、
温
泉
そ
の
他
の
地
域
の
観
光

資
源
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ
れ

て
い
る
、
こ
の
３
つ
を
地
域
資
源

と
し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
代
表
例
と
し
て
は

「
み
か
ん
（
正
式
に
は
柑
橘
）」
の

他
に
、
鉱
工
業
品
技
術
の
「
砥
部

焼
」、
観
光
資
源
の
「
道
後
温
泉
」

な
ど
が
あ
り
、
全
１
７
３
品
目

（
27
年
12
月
現
在
）
が
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
愛
媛
県
の
Ｈ
Ｐ
に
一

覧
表
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
の
地
域
の
地
域
資
源
を
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
成
る
程
と
再

確
認
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
知
ら

な
か
っ
た
、
こ
ん
な
も
の
が
？
と

い
う
意
外
な
も
の
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
域
資
源
は
、
指

定
さ
れ
た
地
域
の
事
業
者
だ
け
が

活
用
で
き
る
、
有
用
か
つ
有
効
な

経
営
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
活
用
し
て
、
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
需
要
開
拓
を
行
う

地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
を

作
成
し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、「
国
の
補
助
金
」や「
政

府
系
金
融
機
関
に
よ
る
低
利
融

資
」、「
県
単
制
度
融
資
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
支
援
資
金
）」
等
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
た

い
も
の
で
す
。

　

商
工
会
で
は
、
地
域
資
源
の
活

用
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
国
の
認
定
に

向
け
た
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

愛媛県火災共済協同組合
松山市一番町四丁目１番２ （愛媛県中小企業会館３階）

〒 電話（ ） ＦＡＸ（ ）
お問合せ・お申込は地元商工会へ

あなたの街の身近な共済
もしものケガに備えて

　ほのぼの共済
＜月々1,000円から＞充実の保障プラン

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


